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       12 月 2 日～9 日  

・ 港区 来年４月２５日に「六本木ヒルズ」の開業となる。六本木ヒルズは 17 年かけて約 400 人の地権者

をまとめあげ、総事業費は 2700 億円で、映画館や高級ホテル、賃貸マンションなどができる。1 日の来

場者は 10 万を見込んでいる。 

・ 連合調査 サラリーマンのサービス残業の平均時間が月 29,6時間で四年前に比べて 1,4時間長くなった

ことが連合の調査で分かった。男性が 30,5 時間・女性が 20,5 時間であった。調査は今年 6 月、組合員の

約 4万 4 千人を対象にし、約 2万 3 千人から回答を得た。サービス残業をしている人は 47,5％であった。

《詳しくは http://www.hiroko-abe.com/ わかりやすいNEWS まで》 

平成 14 年 12 月 9 日号 

 本日の夕食 （栄養士 阿部浩子 のお勧めレシピ） エネルギー531kcal たんぱく質 26,01ｇ 塩分 3,5ｇ

● かきの香り焼き  調理時間 20 分   《単位 ｇ》 

材料  かき（生食用）60 漬け汁（醤油 6 酒 3 しょうが 2） 小麦粉 ブロッコリー小2個 ミニトマト1ケ

     レモン 1/6 ケ 

① かきは目の粗いざるで薄い塩水の中でふり洗いし、水気を切る。漬け汁の材料を合わせ、かきをつぶさ

ないようにからめ、時々上下を返しながら15 分漬ける。 

② ブロッコリーは小房にわけ熱湯で硬めにゆでておく。 

③ かきの汁気をきって小麦粉をまぶし、余分な粉ははたいてとる。 

④ フライパンに熱し、油をいれかきを並べ、強火でさっと焼く。ブロッコリーとトマト・レモンを盛り付ける。 

● いろどり 鶏もも肉 40 人参 25 ごぼう20 板コン20 干ししいたけ3 絹さや 2枚 ごま油 砂糖 3  

醤油 6 酒 6 

① 鶏もも一口大に切る。人参乱切り ごぼう乱切りをしてあく抜き（水に酢を少々の中に入れる） 板コン コ

ップを利用して一口大（熱湯にいれあく抜き） 干ししいたけ水で戻す。絹さや（筋をとり下ごしらえ）ゆでて

おく。 

② 鍋にごま油を入れ、鶏肉をいためる。ごぼう（あく抜き終了後水で流す）、人参、板コンを軽くいため、しい

たけの戻し汁 30ＣＣをつかう。戻ったしいたけを入れる。砂糖と酒をいれ、最後に醤油を味を見ながらい

れる。 

③ 皿に盛り付ける時に絹さや二枚を添える。 

● ご飯 145ｇ （茶碗 1 杯） ●味噌汁 （しめじ 豆腐） ● わかさぎの佃煮 

◎ 来週は「たらとホタテのフライ タルタルソースかけ」をご紹介します。 

★ 残ったプロッコリーや絹さやは冷凍しておきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

【私達の税金って、どういう使い方されてるの？】 

◎ 事業別行政コスト 
１） ごみ（清掃事業） 区民 1人当たり 1日のゴミの量 1,198ｇ（16万人で計算） 
区民 1人当たり 月額 1,833円 

２） 福祉会館事業    利用 1回当たり 2,300円 
３） 公園の整備・管理  区民 1人当たり月額 500円 
４） 図書館事業     貸出 1件当たり 1,100円 
５） 本庁舎の維持管理  区民 1人当たり月額 516円 
６） 保育園事業     園児 1人当たり月額 160,000円 
７） 健康管理事業    ① 成人健康検査受診者 1人当たり 1,300円 

② みなと区民健康診断 １人当たり 1,600円 
８） 区民保養施設    ① 大平台みなと荘（直営）利用者 1人当たり 15,000円 
           ② 通年・夏季・冬季借上 利用者 1人当たり 9,000円 
９） 区立幼稚園運営事業 園児 1人当たり 月額 151,000円 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 夏季借上施設にて                大平台みなと荘 

      今年の春「ウルトラの国」で大平台みなと荘に 15名で旅行に行った。建物は素晴らしくさ

すがバブル期の計画である。施設の中の運営は富士屋ホテルに委託しており、食事も熱いも

のは熱い熱いうちに運ばれてくる。温泉もよく、ここで 6,500円（現在 7,500円）で泊まれ

るなら、毎月行きたいと思った。しかし、常に稼働率は 100％に近く、予約はなかなかとれないし、申

込みもめんどうくさい。後で知ったのがここへの区の補助は 1 人 15,000 円がついている。区民以外の

同行者にすべて区民の税金を補助している。私はこう考える。これでは一部の人が何度も利用し、働い

ている人たちは利用するのが難しいのであれば、区民が平等に使えるようにする。そのために、夏休み

は家族の優先枠、土曜日は働いている人達の優先枠をつくってはどうだろうか？働いている人たちが区

民税を多く払っても、区有施設を使えないなんて報われない。だれもがわくわく暮らすことのできる港

区を目指したい。 阿部 浩子 

：朝 7時半～8時半まで駅頭からのご挨拶をしています。火曜日は麻布十番・木曜日は田町です。 

こんな風に税金っ

て使われてるん

だ！本を借りるの

も買うのと同じだ

ね。 


